
事務局長20年間の歩みと
将来課題

～何が課題で何を改め何を遺したか
＆

会員増強への新しいチャレンジ～
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事務局長職への応募動機
• １９９７年６月：ROHM IEL（ローム電子）の閉鎖

• １９９７～９９年 タイのバーツ通貨危機＝＞ロシア
＝＞ブラジルの通貨危機時に「欧米進出企業と日
本進出企業の投資戦略の違い」を調査（９ヵ国の外
国商工会と６ヵ国の総領事館を訪問

• ブラジル日本商工会議所が事務局長公募（応募の
意思皆無＝＞２名の担当役員から数回の声がけ）

• ローム電子閉鎖の罪悪感＝＞罪滅ぼし＝社会貢献

• 応募の決意：履歴書および小論文を会議所事務局
に提出

• 大会議室で会頭、副会頭等５人による面接
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２００２年６月着任 一言所信表明

3



略 歴
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【Ⅰ】 会議所活動に必要なキャッシュ
不足（R$１９０K）への対策（１）
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◆ 事務局長タイトル・待遇：０２年6月労働手帳に一般秘書タイトル、18年のeSocial
導入時にタイトル変更、現役時代の１/６＝＞ベテラン事務局員の3割増の初任
給で半ばボランティアで入所、最後の給与調整2011年（以降シンジケート勧告調
整）、現在まで個人所有の車を会議所活動に無料貸与

◆ ベテラン職員4人分の10年間相当の休暇未払い清算：3年間の半日代替勤務で
消化

◆ 事務局合理化の推進：最新機種のPC及びインターネットが駆使できる人財への
入替（02年当時の人員9人＝＞22年現在8人体制（20年間に１０回組織変更）

◆ 機関紙の廃刊（コスト高な営業活動、郵送廃止）：全面的な電子化・インターネッ
ト化、サイト情報を全世界にオープン

◆ 収入の多角化：委託販売強化、事務局による略語集・会計用語集の発刊（03年
、13年）

◆ 従来の経済事典発行に掛る日本からの大学教授及び助手各々1名1年半滞在
の派遣中止：事務局長がブラジル側コーディネーター、現地の執筆者人選（100
名）と原稿収集・監修管理＝＞この種の事典形式では世界初の２００５年度版「
現代ブラジル事典」の発刊



中古寄贈備品類の寄せ集めのオフィス
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タイプライター、FAX、動作不安定なブラウ
ン管型PC、書類山積、破損机椅子、床剥



◆ 16年版発刊の事典発行：Man Powerを含め、事典は政治経済に特化、
執筆者を日本の専門家に完全委託

◆ 現金主義の会計方式を廃止：発生主義に移行し減価償却等の概念導入
（会員から事務局への中古備品無償譲渡廃止＝予算制度の確立、新規
調達）、会費のカテゴリー別見直、インフレ調整、昼食会・委員会・部会セ
ミナー開催時の受益者負担制の導入、事務局で講師招聘「ノブレスオブ
リージュ」＝＞コストゼロのお願い

◆ 劣悪な職場環境と安全対策不在：06年4月ビル全体の強盗被害対策とし
て07年迄の積立キャッシュ残（支援ゼロ）で事務局全面改装（R$４５０K）

キャッシュ不足（R$１９０K）への対策（２）
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キャッシュ残
23倍増

22年1１月末のキャッ
シュ残：R$4,400K



２００２～２２年11月末キャッシュ残の推移
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改装後の安全・快適な職場環境
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Ⅱ 閉鎖的な会議所を世界にオープン
１）会議所理念及び基本方針の確立
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日系社会
（全世界） 全会員

日伯両政府
への提言等



２）ドイツ会議所・アメリカ会議所との交流会
GIE議長との意見交換会
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ドイツ会議所と交流会

GIE議長と
意見交換

日本移民100周年記

念アメリカ会議所と
Happy Ｈｏｕｒ



日本ブラジル交流年・日本移民１００周年記念

12

写真：平成20年外務省サイト
（ホテルオークラ）

日本ブラジル交流年/日本移民100周年記念式典に天皇、皇后両陛
下、皇太子殿下が出席 2008/04/24

ブラジル政府代表：ジウマ・ローセフ官房長官、斉藤準一空軍総
司令官、 日系コロニア：上原幸啓ブラジル日本移民100周年記念
協会会長、松尾治同協会執行委員長 、当会議所：田中信会頭、
平田藤義事務局長、 両国の国会議員、日本ブラジル交流年実
行委員会メンバー、在日ブラジル関係団体、在ブラジル日系人団
体等、約400名が出席

出席者：神戸市、兵庫県、日伯協会、関西ブラジル人
コミュニティ、海外日系人会館（仮称）協力委員会など
300人。ブラジル日本商工会議所：田中信会頭、平田
藤義事務局長が記念事業に参加

日伯交流年・ブラジル移住100周年記念式典に皇太子殿下が出席 2008/04/28

写真：日伯協会サイト

天皇皇后
両陛下

福田首相、河野衆院議長、江田参院議長、島田最高
裁長官、高村外務大臣、麻生実行委員会名誉会長皇太子殿下

上原１００周年記念会長
、ジルマ官房長官



ジルマ大統領の２０１１年１月１日就任式
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海外からの元首や首脳陣等（中南米からの元首、クリントン国務長官、麻生元
総理特使、、）と挨拶、引き続き閣僚の任命式が執り行われた。イタマラチーで

は午後６時半から新大統領主催による盛大なレセプション

ジルマ大統領（生ま
れMG州、育ちRS州）
写真：Agência Brasil１１年１

月

パロッシ官
房長官

０９年１１月

ピメンテル
MDIC大臣
０８年３月

ルシアーノ
BNDES総裁
１４年７月



３）型にはまらない・開かれた会議所活動
キングカズ横浜FCの三浦知良（11年12月）、服飾デザイナー コシノ・ジュンコ（15年2月カーニバル＆12年12月）、 Jリーグ創成
期最大の功労者神様ジーコ（１８年5月）、ハリウッド俳優の小山田 真氏（18年１２月）、CNNブラジルのLourival氏（22年1月）
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管理の

サイクル

Plan

Do

Check

Action

４） 方針管理（PDCA）の導入
管理のサイクル（デミング・サイクル）の徹底
常任理事会＝委員会、部会/事務局全面支援
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中間報告書



５）１０年の定款改正起草（活動指向型）
事務局組織/職務分掌・内部規定（NIC）作成＝＞

各種ポリシーに集大成
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１０年

定款改正
活動型

０３年

定款改正
民主型

２１年

定款改正

組織型

各種ポリシー集大成

事務局
組織見直
（10回/20年間）

常任理事会主導（１会4副８専体制）
ステコミ・理事会主導
（１会６副２３理事）

理事55人 理事３０人 理事３０人
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①昼食会、総会、理事会、常任理事会、監事会

②部会、委員会の会合

③日伯ハイレベル協議

④各種合同委員会

⑤セミナー、シンポジューム等

各種会合に
参加

【サイト運営】
デイリー経済情報

会議所＆関連ニュース一覧（セミナー発表資料など含む）

表敬訪問情報、会員企業情報

マーケット情報、生活情報

【会員ニーズ把握のためのアンケート調査実施】

情報発信

電話、Eメールなどによる問合せ

多数の一般企業ほか、政府機関（外務省、開発商工省、大使館、領事館

など）、経済団体（CNI全国工業連合、FIESPサンパウロ州工業連盟、

経団連など）、他国会議所（アメリカ、ドイツ会議所など）、経済調査機関、
教育機関など

訪問対応
（関係機関への
アプローチ）

事務局長

全ての昼食会等で司
会役等を含め無欠勤
（延200数十回）



Ⅳ 前年度迄に無い新しい試みへの
２００３年度のチャレンジ（１）
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２００４年度のチャレンジ（２）
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04年8月の部会長シンポで事務局長

権限強化とさらなる活動活性化を訴え
大激震を起こした当時の

JETRO桜井所長
（同期の桜）



２００５年度のチャレンジ（３）
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2005年度のチャレンジ（３）
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2006年度のチャレンジ（４）
４２件のうち主要10件（過去4年間の累積91件）
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新しい試みのチャレンジ
実績がサイトの

ビュー数押し上げ及び新規会
員増強に寄与



定礎式・オープン式・周年行事参加のごく一部
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Japan Hous
17年3月

13年12月

14年6月

16年5月

13年1月

14年8月

07年8月

18年10月 15年9月

18年4月

12年8月



サイトビュー数推移（２１年６月WP移行トラブル）
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バグ処理トラブル応急措
置でサイトの更新が滞る

23年度の緊急課題

21年6月



Ⅴ 内外に積極的な情報発信

• スポンサーシップを募り豪華版の新パンフレット作
成、全世界の日本商工会宛に郵送（目的：０７年版
会議所間交流促進）

• 新パンフレットをCD版にして近隣市役所へPR活動

• 外交関係樹立記念２０１５年版パンフレット作成

• 機関紙発行を廃止＝＞サイト情報に一元化（０５年
）＝＞サイトの改善（０８年～２１年６月１８日）＝＞
昨年６月１９日から新プラットホームWPに移行中

• ブラジル６地域の日本商工会との巡回代表者会議
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70周年記録集（事務局で資料編集、ポル
語翻訳あとがき執筆、出版：SP新聞社）
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2010年担当委員会

2011年事務局でポル語訳
あとがき執筆



• 現代ブラジル事典編纂のブラジル側コーデネイター

（通信インフラを執筆）

• 新サイトへの移行（有用・魅力的なサイト作り）

（＝①０５年＝＞②０８年＝＞③２１年６月～バグ多発）

• 月刊グローバル経営（日外協の国際経営情報誌：08年5月号に
現地報告～ブラジル経済最新情勢～寄稿）

• The Japan Times：０７年２月（投資状況とブジネス

環境）、１２年３月（日伯ビジネスの現状、ビジネス

文化の類似点、協力関係にある主要セクター、儲かる

成長分野）
28

内外の雑誌・新聞社への応対及び執筆・寄稿活動



• １５年８月（日伯外交関係樹立120周年記念ブラジ
ル特集版World Eye Reports ＢＲＡＺＩＬ（新たな

協力分野、ＪＶ分野、日伯間の進行中のプロジェクト
等）

• Carta Capital誌13年4月

【（特別記事）日本のブラジル回帰】

• Carta Capital誌13年5月

• 【ブラジルの物価高】
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• 事務局発刊：ブラジル略語集（03年、13年、現代ブ
ラジル事典にも転載）の新刊書販売

• 会議所70周年記念誌企画＝＞75周年記録集のあ
とがき執筆（非売品：会員への啓蒙）

• 吉田松陰の現代化 「ブラジル発、祖国日本・故郷
与論への提言」に寄稿（食料安全保障）

• ポル語版「世界が感謝する日本のもの」の

ニッケイ紙に出版協力（あとがきを執筆：

委託販売ベストセラー、伯国の競争力強化

のために日伯公館庁関係者へ署名入り個人寄贈）
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「日本・ブラジル経済交流史再訪：日本的品質管理の普及」 （２２頁）及び

「Brazil–Japan Cooperation: From Complementarity to Shared 
Value」の本（２１５頁）上梓に平田事務局長が協力

31

リンク: 

https://link.springer.com/book/10.1007/978-

981-19-4029-3

https://link.springer.com/book/10.1007/978-981-19-4029-3


１８年1月ビデオ作成（日本による国家プロジェクトの
貢献史実を後世の政治家・官僚・民間人に紹介）

• https://vimeo.com/348847140
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https://vimeo.com/348847140


Ⅵ 政府との政策対話・提言
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提言スキームの連関図
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大使館・総領事館と関係強化
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１５年4月
RS州

知事訪問
梅田大使

19年7月
SP州知事訪問
山田大使

22年10月昼食会
桑名総領事

22年9月昼食会
林大使

19年新年会
野口総領事

18年8月
地デジ関係展示会

14年5月MG州
経済ミッション
福嶌総領事



主な提言活動（１）
• 下院外交防衛委員会（30名の議員団）・CNI・開発商工省・在

伯大・当所による日伯経済セミナーをブラジリアで開催（０６
年５月）

• 日本式地デジ採用の働きかけ（０６年６月１７日に採用決定）

• 外国投資家グループ（GIE：１４ヶ国で構成）で移転価格税制

改善提言＝＞当所の改善案を財務大臣及び商工開発大臣
宛てに送付（０７年１月） ロビングから処方箋提言へ移行

• アメリカ会議所、ドイツ会議所、FIESP：移転価格税制改善の
ための共同提言活動および交流促進

• ブラジル日本移民100周年記念シンポジューム（日経、エス
タード紙、当所が共催 ０８年１月）

• 移転価格税制ＷＧが収税局に対し実態マージン率の現状を
報告 （１０年１２月）、後にMP４７８を無効化、１２年の法令
12715号公布（マージン率がセクター毎に設定２０～４０％）
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メイレイレス
中銀総裁

フルラン商工
開発大臣

08年ブラジル日
本移民100周年

記念シンポジュ
ーム



日伯農業・食料対話
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第４回（１９年８月）

第２回（１６年２月）

第３回（17年７月）

第１回（１４年12月



主な提言活動（２）

• 日本ブラジル経済合同委員会に当所関係者がプレゼン参加
（第１１回：０５年～第２２回：１９年）

• 日伯貿易投資促進産業協力合同委員会での提言活動（第１
回：０９年～第１３回：１９年）

• 日伯農業・食料対話での提言活動（第１回：14年～第４回：
19年）

• 日伯インフラ協力会合に当所関係者がプレゼン参加（ 第１
回：17年～第３回：１９年）

• 官民合同会議（年1回、在外公館、6地域会議所）に当所関
係者がプレゼン参加（０２年～２１年）

• AGIR活動紹介：ブラジルの産業再生に向け下院経済産業商
業開発委員会の（12名の議員団）に要請（１６年８月）
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日伯貿易投資促進・産業競争力合同委員会
第1回（09年）～第13回（19年対面）
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１７年4月中間会合
第１３回（１９年１０月
対面最終ブラジルJH

）

第1回（０９年２月ブラジリア）



Ⅶ 日伯両国政府への提言成果事例（１）
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法案起草者
と論争討議



日伯両国政府への提言成果事例（２）
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一般旅券フリ
ー化日本側
に要請中



労働法改革（１７年１１月）慰労会
ノゲイラ労働大臣を17年忘年会に招待
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ご苦労懇談会

忘年会で特別スピーチ



Ⅷ 提言に向け新しい試みのAGIR活動
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14年9月貿投委（東京）

１５年9月貿投委
（ブラジリア）

2015年11月MDICとAGIR

第１回日伯政策対話が
スタート

17年3月財務
省

16年6月梅田大使にAGIR説明

16年8月公聴会

17年8月第20回
経済合同委員会



MDIC（開発商工省）と日本訪問（自費）
18年4月セアラ州経済特区見学会＆18年9月日産（EV）・トヨタ（ハイブリッド）工場訪問

45

ROTA２０３０
ブラジルの自動車政策

ブラジルの

イノベーション
政策

ブラジルの
経済戦略
特区の紹介



Ⅸ 日伯経済合同委員会（経団連・CNI）
当所のカウンターパート：経団連
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19年7月
（FIESP）

22年4月萩生田経済
大臣に建議

18年7月（経団連）のメルコ
大使共同声明書を
菅官房長官に手交



日伯両国政府への提言事例（３）
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日・メルコスールEPAの早期締結および
ビザフリーの相互協定を要請

48

Côrtes新在京ブラジル大使が
会議所を訪問

Posted on 2022年7月19日

ボールは日本、EPA
で最重要な

一般旅券ビザも
開国要請



Ⅹ 中小企業の海外進出支援
◆ 茂木経産大臣来伯：経済ミッション一行と懇談会後に中小企業海外展開
プラットホーム事業第一号の立ち上げ（１３年5月）

◆ 安倍総理来伯、日本・ブラジルビジネスフォーラム（～信頼の１００年から
繁栄と創造の１００年へ～）日伯両国の新たなビジネス分野での交流拡大
（14年8月）
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• いわしんブラジル経済セミナー、浜松商工会（中小企業）、静
岡商工会、在浜松ブラジル総領事館と交流（14年9月）

• 中堅・中小企業誘致のため在京ブラジル総領事館、JBIC企

画調査部、静岡商工会、在浜松ブラジル総領事館、浜松市
役所、在名古屋ブラジル総領事館、名古屋商工会、名古屋
JETRO、大阪商工会、東大阪商工会、大阪市経済戦略局と
日伯経済交流・セミナー開催打ち合わせ（１９年6月）

中堅・中小企業進出勧誘活動
（１４年９月）
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（１９年６月）
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Ⅺ 近年のWithコロナ禍の活動状況

52

会員企業に
YouTube録画
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※1

※2 ※2電機・情報通信部会に名称変
更・再編成

2021年末現在の全会員290社 業種別企業数
（進出日系企業および地場企業）

うち
日本語対応可能

9社
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※1 生活産業部会に統合・再編成
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新規入会 進出日系企業のまとめ
（2008年以降）
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ⅩⅢ 受賞歴（会議所）
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2014年12月
梅田大使＆
福島総領事

2018年8月
野口総領事



受賞歴（事務局長）
パラナ商工会議所勲記・在外公館庁・外務大臣表彰

60

21年5月

桑名総領事
外務大臣
表彰状

１５年８月
福嶌総領事

０８年９月

パラナ商工会
創立30周年



ⅩⅣ 事務局長個人から7名の職員へ
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職員7名による感謝状・寄せ書き・花束
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日下野

写真担当

midori

Elena

Leticia

大角

Alexandre

事務局忘年会
２２年１２月２０日



ⅩⅤ 将来課題（提案）

当会議所

◼ 創立１００周年（２０２６）に向け会議所ビジョ
ンの構築

◼ あるべきビジョンを描き効果的な資金運用

例：１００年の計＝人財育英資金の創設）

◼ 日本国費留学生（人財育成）の活用促進

◼ SDGｓの推進

◼ ６地域の商工会の統合本部組織の構築

◼ 数は力なり＝＞会員増強（目標：５００社）
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継続課題（スライド３３連関図）

ビジネス環境改善に向けて日伯両国政府への
提言能力の強化および働きかけ

① OECD 加盟支援（自助努力の促進）

② EPA早期締結（日―メルコ或は日・伯）

③ 税制改革、行政改革、各種規制改革

支援

④ イノベーション・中小企業支援

⑤ 中堅・中小企業の海外展開促進
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ⅩⅥ 最後に12月末日を以って
事務局長職を退任させて頂きます

20年間もの実に長いお付き合いの中で、９回、実質的には8代の会頭に仕

えて参りました。着任早々に導入した方針管理の下で新しい目標にチャレン
ジするため、最初に誠心・誠意尽くして来てくれた事務局の皆様をはじめ、
また色々とご指導・ご鞭撻並びにご支援・ご協力を賜りました会員の皆様、
そして部会長・理事・監事の役員の皆様方に心からお礼を申し上げます。

また、在任中に在サンパウロ総領事および在ブラジル日本国大使の交代が
8回ありましたが、010年以降から各々が会議所顧問、名誉会頭にご就任さ

れていただき、両国政府への提言活動に対し、ご指導・ご支援・ご協力を賜
り、あらためて心から感謝いたします。

今迄に、栄誉ある在外公館長表章や外務大臣表章を受賞するたびに「一将
功成りて万骨枯る」、この意味は「ひとりの輝かしい功績の陰には、それを
支えた沢山の人々の努力や犠牲がある」というふうに理解していますが、受
賞のたび毎にこの格言を噛締め、胸が引き締まる思いがしました。
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会議所の益々のご発展をお祈りいたします

今の心境は、まさに「老兵は死なず単に消え去るのみ」であります。古い力
に、新鮮な新しい力が加わる新事務局長の登板に期待を込めております。

私には力不足で出来なかった事を、きっと実現してくれものと固く信じており
ます。

最後になりますが、今年の8月の理事選挙でコンサルタント部会から立候補
した小職にご投票くださいました方々に、特別この場をお借りして厚くお礼を
申し上げます。

来年以降からは会員として、皆様のテーブルにご同席させて頂き、寄り添い
ながら理事の一員として側面から微力ながら会議所のさらなる発展に貢献
できたらと念じております。

よきクリスマスと良きお正月をお迎えください。

～本当に有難うございました～
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